
２０２５年度以前 

平和学研究科 

人材育成の目標 

国際紛争の背景を分析する視点を身に付け、平和創造及び平和維持に関するアイディアと手法を世界に

発信できる、次のような資質を持つ人材を養成します。 

 

博士前期課程 

1. 国際関係の仕組み及び政治・ガヴァナンスの基本構造と人間の安全保障との関連を洞察できる

能力を持ち、同時に、紛争予防と紛争解決に向けた有効な予防措置を考案できる研究者 

2. 平和創造及び平和構築に向けた国際公共政策の立案・策定に貢献できる国際公務員、国際 NGO・

NPO の職員、及び公共政策・国際関係の実務に携わる国家公務員・地方公務員 

3. 3.今日の国際紛争やグローバル問題などさまざまな事象を鋭くかつ科学的に分析する手法を修

得し、市民社会や国際社会に向けて平和創造の視点から発信する力を有するジャーナリスト及

びマスメディア専門家 

 

博士後期課程 

1. グローバル／リージョナル・ガヴァナンスの構造と人間の安全保障との関連を洞察できる能力

を持ち、同時に、人間の安全保障と国際平和の制度構築に向けた有効な平和政策を考案できる

研究者 

2. 高度に専門的な知識を持ちつつ平和創造および平和構築に向けた国際公共政策の立案・策定に

貢献できる国際公務員、国際 NGO・NPO の職員、および公共政策・国際関係の実務に携わる国

家公務員・地方公務員 

3. 今日の国際紛争およびグローバル問題など様々な事象を科学的かつ複眼的に分析する手法を修

得し、同時に市民社会や国際社会に向けて平和創造の視点から発信する力を有するジャーナリ

ストおよびマスメディア専門家 

  

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

博士前期課程 

平和学研究科は、所定の期間在学し、所定の単位を修得し、以下の学識・能力等を身につけた上で、修

士学位論文を提出して審査に合格した学生に対して修了を認定し、修士（平和学）の学位を授与しま

す。 

 

1. 核戦争の脅威に対する十分な認識と戦争の予防と人間の安全保障に関する十分な学識 

2. 人間の安全保障問題及び国際紛争原因を専門的かつ総合的に分析する能力と平和創造及び平和

維持に関し発信する能力 

3. 修士論文のテーマ設定に基づき、必要な資料の分析と論旨の整理を行い、明快な論文を作成す

る能力 

                   

                  修士論文審査基準 

 

https://www.hiroshima-cu.ac.jp/uploads/2018/06/07heiwa-ronbunshinsa_m-20200319121051985.pdf
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博士後期課程 

平和学研究科は、所定の期間在学し、所定の単位を修得し、以下の学識・能力等を身につけた上で、博

士学位論文を提出して審査に合格した学生に対して修了を認定し、博士（平和学）の学位を授与しま

す。 

 

1. 戦争の予防や人間の安全保障など平和創造や平和維持に関する高度な学識 

2. 博士学位論文のテーマ設定に基づき、独自性の高い研究成果を作成する能力 

 

                  博士論文審査基準 

 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に定める学識・能力を養成するため、本研究科の教育課程の

編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）は以下のとおりとします。 

 

博士前期課程 

本研究科開講科目は、全研究科共通科目及び研究科開設科目で構成します。 

 

1.全研究科共通科目 

全研究科共通科目（広島市立大学大学院国際学研究科、情報科学研究科、芸術学研究科及び平和学研究

科の共通科目をいう。）は、多様な文化・価値観を尊び、人間、社会、自然、平和に関する幅広い関心

と知識を習得し、専攻する専門分野の既成の枠組みを越えて、多角的な分析視点、多様な問題意識、及

び柔軟な判断力を養うことを目的として、人文、社会、自然、芸術などの学際的な授業科目で編成しま

す。 

 

2.研究科開設科目 

本研究科開設科目は、核戦争の脅威と悲惨さを学び、その上で、戦争と平和の歴史、及びこれまで人類

が開発してきた平和創造の手法を修得することを目指すものです。また、研究者を始めとして、ジャー

ナリストや公務員など平和創造や平和維持に関するプロフェッショナルな人材を養成する上で、社会科

学の分析手法の修得は言うに及ばず、平和創造の理論を修得し、その土台の上で研究、発信することが

必須です。また理論研究を進める上で地域研究の学修は不可欠です。 

これらのことを踏まえ、開講科目を「研究基礎科目」、「平和の理論」及び「グローバル／リージョナ

ル・ガヴァナンス」の三つの科目群で構成し、それぞれの科目群をさらに小さな科目群に区分します。 

 

（1）第一群「研究基礎科目」 

社会科学研究の基本的アプローチ（接近法）を修得することを目指す「分析・接近法」と広島への原爆

投下の歴史と政治的背景など核戦争の脅威と悲惨さについて修得することを目指す「広島と核」という

二つの小科目群を置きます。 

 

https://www.hiroshima-cu.ac.jp/uploads/2022/07/9d79031f6f080c8c72f35fde4510a603-20220712024048668.pdf
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（2）第二群「平和の理論」 

第一次世界大戦後に開発されてきた平和創造に関する理論の修得を目指します。 

平和の実現のために人類が開発してきた様々な戦争予防策と平和創造の手法を修得することを目指す

「平和と軍縮」と第二次世界大戦後に開発された様々な平和創造の方法論を修得することを目指す「平

和の創造」という二つの小科目群を置きます。いずれも平和創造を見る眼、あるいは平和構築の諸問題

を分析する眼を養うことを目的とします。 

 

（3）第三群「グローバル／リージョナル・ガヴァナンス」 

第三群の目的は、特にアジアでは、国際社会の組織化と規範構築に果たす国際機構の役割が相対的に弱

いことが、平和創造においてどのような意味を持つかを問うことにあります。 

アジア、なかでも東アジア地域研究、及び平和創造において実践の担い手になっている国際機構の役割

について分析する眼を養うために、今日のアジア諸国の政治・外交が直面する危機と課題について考察

する「地域と平和」と普遍的国際機構及び地域機構の役割について理解を深める「国際機構と平和」と

いう二つの小科目群を置きます。 

 

博士後期課程 

博士後期課程は、博士学位論文の構想作成に必要な学識を身につける特殊研究科目と博士学位論文の作

成に必要な研究指導を行う研究演習科目で構成されます。国際平和を脅かす軍事要因、人間の安全を脅

かす非軍事要因、及びグローバル諸課題の構造要因を分析する科目により、教育課程を編成します。 

 

入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

平和学研究科では、次のような人の入学を求めています。 

 

1. 国際紛争やグローバル問題などの様々な事象に関して、表層にとらわれることなく、その背景

や要因を追求し、客観的かつ科学的に分析できる人 

2. 職業経験を有する社会人においては、平和、人権、及び民主主義に強い関心を持ち、自らの職

業経験を学問的に捉え直して、平和創造及び平和維持に関する知識を深めたいという意欲と熱

意を有している人 

3. 平和を創造し維持するためにどのような制度と規範が必要かを自ら考え、研究し、考案したア

イディアを国内外に向けて平和創造の視点から発信したいという意欲と熱意を有している人 

 


